
取締役一覧　2026年8月現在

取締役会の構成 （スキルマトリックス）

取締役一覧

選任理由

2018年から取締役社
長、2023年から執行役
員会長として経営全般
を担当。取締役会議長
として監督機能の強化
を推進。豊富な経営経
験を生かし、取締役会
の実効性向上を推進
し、更なるコーポレー
トガバナンス強化が期
待されるため。

長年にわたり、企画管
理、経営企画、経理・財
務に携わり、2023年か
ら執行役員社長として
経営全般を統括。「中
期経営計画2027」推
進と取締役会の監督
機能強化への貢献が
期待されるため。

2024年から執行役員
副社長として当社グ
ループ経営全般を担う。
産業分野での技術者
経験を生かし、研究開
発・イノベーション推進
に従事。「中期経営計画
2027」推進と取締役会
の監督機能強化への貢
献が期待されるため。

豊富な経営経験と幅
広い見識に加え、研究
開発、ものづくり、環境
経営などの知見を生か
し、取締役会の監督機
能の強化と適切なリス
クテイクへの指導・助言
などを期待するため。

豊富な経営経験とマー
ケティング・デジタル
分野の知見を生かし、
取締役会の監督機能
の強化とDX・ビジネス
変革への指導・助言な
どを期待するため。

豊富な経営経験及び
システムエンジニアと
しての経験に基づくデ
ジタル分野の見識、企
業風土改革・人財育成
の知見を生かし、取締
役会の監督機能強化
とDX・人的資本経営
推進の指導・助言など
を期待するため。

企業法務・知的財産・
監査における豊富な経
験から、監査等委員会
運営により取締役会の
監督機能強化に貢献。
コーポレートガバナン
ス・監査の幅広い知見
をもとに、当社の監査・
監督機能の更なる強
化が期待されるため。

豊富な経営経験と幅広
い見識、マーケティン
グ及び人財開発などを
通じて培われた知見を
持ち、これらを監査や
取締役会に生かすこと
で監査・監督機能の強
化が期待されるため。

豊富な経営経験と幅
広い見識、営業・人財
育成の知見を持ち、こ
れらを監査や取締役会
に生かすことで監査・
監督機能の強化が期
待されるため。

長年にわたる豊富な経
営経験及び幅広い見識
に加え、デジタルマーケ
ティング及び企業風土
改革への取組みなどを
通じて培われた幅広い
視野と知見を持ち、こ
れらを監査や取締役会
に生かすことで監査・
監督機能の強化が期待
されるため。

長年にわたる公認会計
士としての高度な専門
性及び豊富な経験に
加え、DEI推進の取組
みなどを通じて培われ
た幅広い視野と知見を
持ち、これらを監査や
取締役会に生かすこと
で監査・監督機能の強
化が期待されるため。
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サステナビリティ
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財務・会計

法務
内部統制

人財開発
DEI

営業
マーケティング

グローバル

研究開発
イノベーション

ものづくり

環境

取締役 
執行役員会長

三井田 健

代表取締役 
執行役員社長

井上 晃夫

代表取締役 
執行役員副社長

鈴木 雅彦
社外取締役

安達 博治
社外取締役

木下 学
社外取締役

白井 久美子
取締役 

（常勤監査等委員）

加藤 誠治

社外取締役
（監査等委員）

黑田 隆

社外取締役
（監査等委員）

西野 敏哉

社外取締役
（監査等委員）

中津 久美子

社外取締役
（監査等委員）

吉田 恵美
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執行役員一覧

三井田 健

執行役員会長

井上 晃夫

執行役員社長

鈴木 雅彦

執行役員副社長

望月 達樹
毛綿谷 聡
三宅 仁司

専務執行役員

東家 浩
宮澤 秀毅
渡邉 勝之
高畑 洋
白鳥 宗一
今 伸一郎
小川 雅美
小金澤 竹久
林 朗 

常務執行役員

山岡 邦輝
島村 勝美
福留 宏和
鈴木 典芳
小島 裕子
塩尻 眞人
小室 直人
伊東 拓哉
西尾 康孝
稲木 正幸
涌井 宏彰
山口 克昌
塩谷 敬祐 
土屋 浩
佐合 達矢 

執行役員

監査等委員会委員長取締役会議長 指名・報酬委員会委員長
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これまで、金融分野で培った事業評価の視点に加え、デジタルマーケティングや
CX変革を通じて、多くの企業の成長と変革に携わってまいりました。その経験から、
企業価値の向上には、優れた技術や製品に加え、お客様起点で価値を創出し続ける
こと、そして変化を恐れず挑戦する企業文化が重要であると考えています。社外取
締役として、客観的かつ独立した立場から建設的な議論に参画し、デジタルやマー
ケティングの視点も交えながら、明電グループの持続的な成長と企業価値向上に貢
献してまいります。社会インフラを支える高い技術力と信頼を礎に、新たな価値創造
への挑戦を後押しし、次の成長につながる経営を実現できるよう、社外取締役とし
て監督・助言してまいります。

公認会計士として企業の監査やガバナンスに携わるとともに、上場企業の社外役員、水道・
下水道などの社会インフラ分野の社外取締役（社外役員）や地方公共団体の委員として、企
業と公共の双方にかかわってまいりました。その経験から、企業にはそれぞれの事業や歴史、
企業文化に応じた最適な経営の在り方があると実感しています。数字の背景にある事業の実
態や組織の在り方に目を向け、技術や人財、組織風土といった企業価値を生み出す源泉を深
く理解することを大切にしています。明電グループが変化に対応しながらイノベーションを積
み重ねてきた長い歩みに、深い敬意を抱いています。皆様との対話を重ねる中で、人と人との
つながりや信頼関係を大切にする企業文化も大きな魅力だと感じています。監査等委員とし
て独立した立場から適切な監督と建設的な対話を重ねるとともに、将来世代への責任を子育
て世代の当事者として捉える視点も生かし、持続的な企業価値向上に貢献してまいります。

お客様起点の
価値創造で、
明電グループの
次の成長を支える

数字の背景を見つめ、
イノベーションと
ガバナンスを
支える対話

社外取締役（監査等委員）
中津 久美子

社外取締役（監査等委員）
吉田 恵美

※各取締役の経歴はWebサイトをご覧ください
　https://www.meidensha.co.jp/corporate/corp_06/
※ 下記スキルマトリックスは、当社が各取締役に対して特に期待するスキルであり、
各取締役が有する全ての知見・経験を表すものではありません
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